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2006 年度 海外調査活動記録 
                                大坪慶之・片山 剛 
 
はじめに 
 本科研では、2006 年度に主要な海外調査を二度行った（ほかに、分担者・濱島敦俊によ
る 9 月の上海調査がある）。調査地の一つは台湾で、もう一つは南京である。台湾調査の主
たる目的は、昨年度（2006 年 3 月）の台湾における資料調査で、縮尺二千分の一の「南京
市第 12 区江心洲 37 保地籍公佈図」（国史館蔵、以下、「37 保公佈図」と呼ぶ）という近代
的測量による地籍図を発見したことをうけ、①江心洲に関する同様の地籍図を発掘・収集
する；②江心洲に関する地図資料や文字資料を収集し、「37 保公佈図」等の地籍図が対象と
した区域を確定し、さらにこの地籍図が作製された経緯を検討する；という二点である。
また南京調査の目的は、①収集した地籍図を分析したうえで、江心洲の初歩的な実地調査
を実施する；②江心洲関係の档案資料が、南京市の各文書館にどの程度存在するかを調査
し、かつ必要資料を収集する；という二点にある。 
 
 
１．台湾調査（8月 19 日～9月 2日） 
8 月 19 日（土）【関空・成田発⇒台北着】日本アジア航空 EG217 便など 
 片山剛（大阪大学教授）、荒武達朗（徳島大学助教授）、田口宏二朗（追手門学院大学専
任講師）、渡辺理絵（茨城大学非常勤講師）、大坪慶之・山本一（ともに大阪大学大学院博
士後期課程）の六名が台北に到着。宿舎は福華国際文教会館。 
 
8 月 20 日（日） 国立中央図書館台湾分館（以下、台湾分館と略記。台北県中和市） 
 終日、文献資料の調査を行う。片山・大坪の両名は、『広東省田畝調査冊』高要県「大湘
郷」のマイクロフィルムを閲覧する1。大湘郷全体の土地群の配置を図示した「総図」（イン
デックス･マップ）があることを期待したが、それは存在せず、各小段の簡単な見取り図が
あるのみであった。そこで後日、すでに郷全体の土地群の配置を図示した「総図」の存在
が判明している、高要県「小湘郷」の田畝調査冊の原本をデジカメ撮影することに決める。
残りの四名は、南京市関係の書籍や政府公報等を閲覧し、必要部分のデジカメ撮影を行う。
そのなかで、南京市工務局編輯・発行『南京市工務報告』（民国 26 年＝1937 年 5 月）所収
の附図 25「南京市防汛計劃全図」（民国 24 年＝1935 年 8 月南京市工務局製、縮尺五万分
の一）に江心洲が描かれており、そこに「関帝廟村」「秦家花園」「同義圩」等の地名が記
載されていることを見出す。 
 
 
                                                  
1 『広東省田畝調査冊』については、片山剛「1930 年代広東省の『田畝調査冊』の性格と作成経緯」『近
代東アジア土地調査事業研究 ニューズレター』1, 2006 年, pp.2-13 参照。 
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8 月 21 日（月） 国史館（台北県新店市） 
 終日、档案資料の調査を行う。荒武・山本両名は、2006 年 3 月 10 日に国史館で発見し
た「37 保公佈図」所載の土地の各筆データについて、すでに大阪でエクセル入力済みデー
タと、現物の「37 保公佈図」所載データとの照合・確認を行う。一方、2006 年 3 月の台湾
における資料調査にて収集した、1940 年代後半発行の『南京市政府公報』によると、当時
の江心洲は、行政区画として、第 34・35・36・37・38 保の五保に分かれていたことが判
明していた。そこで残りの四名は、37 保以外の四保を対象とする地籍図を探す。その結果、
「37 保公佈図」と同縮尺の地図群を数件発見し、それらが 34・35・36 保を対象とする地
籍図であることを確認した。ただし江心洲の最下流部である 38 保の地籍図は、この日は探
り当てることができなかった。なお、これら地籍図の詳細については、本ニューズレター
「台湾収集の地形図および地籍図について」を参照されたい。 
小林茂（大阪大学教授）が別途科研で台北に到着し、翌日から共同で調査する。 
 
8 月 22 日（火）国史館 
 共同調査の小林を加え、総勢七名で調査を続ける。前日の調査で見つけられなかった 38
保の地籍図を探す。2006 年 3 月の調査時に、国史館における档案名「第十、第三十八保図」
（地図二枚）と「二区江心洲地籍公佈図」（地図三枚）の二件の地図群をすでに閲覧してい
た。しかし「第十、第三十八保図」に含まれる二枚の地図は接合しなかった。そしてその
時は、「第十」というタイトル名から、第 10 区第 38 保の「はぐれ地図」の集まりではない
かと考えた。また「二区江心洲地籍公佈図」に含まれる三枚の地図は相互に接合するが、
それらの上部と下部に接合するはずの地図を欠く、不完全なセットであった。そして「二
区」というタイトル名から、第 12 区の江心洲とは別に、第 2 区にも江心洲が存在し、そこ
の「はぐれ地図」の集まりではないかと考えた。しかし今回、34 保から 37 保までの地籍図
がそろったことから、38 保の地籍図もあるはずとの信念を抱き、改めてこの二件を請求し、
五枚の地図を接合してみた。その結果、「第十、第三十八保図」の二枚の地図は各々、「二
区江心洲地籍公佈図」の接合する三枚の地図に対して、その上部と下部に接合するもので
あり、全五枚で一セットになること、この一セットの地図の元来のタイトルが「南京市第
十二区江心洲第三十八保地籍公佈図」であることが判明した。また、このセットの青焼き
地図も見出した。これは研究者冥利に尽きる「発見」であり、同時に、これによって江心
洲全体をカバーする地籍図が出揃い、二重の意味で感激した。 
また、南京市街を主対象とする 1932 年作製の一万分の一地形図（全十六枚）も発見した。
ただし本地形図では、江心洲全体の東半分のみが描かれており、西半分は本地形図の対象
外となっている。本地形図の詳細については、本ニューズレター「台湾収集の地形図およ
び地籍図について」を参照されたい。 
夜、中央研究院人文社会科学研究中心・近代史研究所の劉石吉教授と会食する。 
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8 月 23 日（水）国史館／国家図書館（台北市） 
 この日は、二班に分かれて調査を行う。片山・小林・荒武・田口・山本の五名は、昨日
に引き続き、国史館で地図資料を閲覧する。渡辺・大坪の両名は、国家図書館へ行き、関
連書籍（民国期の市政報告、新編地方志など）を閲覧する。 
 
8 月 24 日（木）中央研究院近代史研究所档案館（台北市） 
 中央研究院近代史研究所档案館にて、経済档案及び地図档案を閲覧する。経済档案の閲
覧には、片山・田口・大坪の三名があたり、民国期の土地調査事業関係の資料を見る。地
図档案の閲覧には、小林・荒武・渡辺・山本の四名があたる。地図資料については、現物
閲覧はできず、基本的にはデジタル画像での閲覧である。1947 年ごろ作製と推定される南
京市を対象とする一万分の一地形図を、コンピュータ画面で閲覧する。また、1923 年に中
華民国海軍部が作製した江心洲付近の長江水道図を、同じくコンピュータ画面で閲覧し、
江心洲が「梅子洲」とも呼ばれていたこと、1923 年時点の江心洲は蘆や葦が繁茂する、農
業開発がまだ進んでいなかった土地であること等を知る。地形図の詳細については、本ニ
ューズレタ 「ー台湾収集の地形図および地籍図について」を、水道図の詳細については、「江
心洲地籍図をどう読むか」を参照されたい。 
夕方、中央研究院計算中心の廖泫銘氏を訪ね、南京市の古い空中写真（1950～60 年代頃）
を見せていただく。 
 
8 月 25 日（金）国史館 
 終日、地図関係の資料調査を続けると同時に、国史館所蔵档案のうち、江心洲に関する
ものをリストアップする。 
 夜、中央研究院歴史語言研究所の范毅軍教授、同計算中心の廖泫銘氏と会食する。 
 
8 月 26 日（土）台湾分館 
 南京市・江蘇省・浙江省の政府公報を中心に、資料収集を進める。午後、渡辺が帰国。 
 
8 月 27 日（日） 
 図書館・文書館が休みのため、午前は故宮博物院・国立台湾博物館等を見学。午後、小
林が帰国し、残りの五名は宿舎を中央研究院学術活動中心に移す。 
 
8 月 28 日（月）中央研究院近代史研究所档案館 
 片山・荒武・田口・大坪・山本の五名が、中央研究院近代史研究所档案館で経済档案を
閲覧する。 
 
8 月 29 日（火）国史館 
 終日、国史館で調査。片山・大坪の両名は、江心洲の「地籍原図」を閲覧し、初歩的な
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分析を加えて、グリッド図を作成する。この地籍原図の詳細については、本ニューズレタ
ー「台湾収集の地形図および地籍図について」を参照されたい。荒武・田口・山本の三名
は、文献資料の発掘に努める。 
 
8 月 30 日（水）中央研究院近代史研究所档案館／同図書館（台北市） 
 午前中は、档案館で経済档案を閲覧する。午後は、二班に分かれて調査を行う。片山・
荒武・田口の三名は、档案館で調査を継続し、大坪・山本の両名は近代史研究所図書館で、
1940～50 年代の南京市の市政報告・統計年刊、さらに新編地方志などを閲覧・コピーする。 
 夜、中央研究院近代史研究所の陳慈玉教授、同歴史語言研究所の于志嘉教授、同陳煕遠
助研究員と会食する。 
 
8 月 31 日（木）中央研究院近代史研究所図書館／台湾分館 
 この日は、二班に分かれて活動する。荒武・田口・山本の三名は、近代史研究所図書館
で、1940～50 年代の南京市の市政報告・統計年報、広東省民政庁発行の広東省各県の報告
類（1930～40 年代頃）、広東省各県の農業調査報告（1930～40 年代頃）を閲覧する。 
片山・大坪の両名は、午前中に、台湾科技大学副教授の陳淑銖博士と会い、12 月開催予
定の国際ワークショップへの参加を要請する。午後、両名は台湾分館へ移動し、『広東省田
畝調査冊』高要県「小湘郷」（全 14 冊）のうち、1～6 冊をデジカメ撮影する。 
 
9 月 1 日（金）国史館／台湾分館 
 午前中は、片山・荒武・大坪・山本の四名で、国史館において資料調査を行う。午後、
片山・大坪の両名は台湾分館へ移動。『広東省田畝調査冊』高要県「小湘郷」（全 14 冊）の
うち、7～14 冊をデジカメ撮影する。この日、田口が帰国。 
 
9 月 2 日（土）【台北発⇒関空着】日本アジア航空 EG212 便 
 片山・荒武・大坪・山本が帰国。 
 
 
２．南京調査（12 月 19 日～29 日） 
12 月 19 日（火）【関空発⇒南京着】東方航空 MU534 便 
片山剛（大阪大学教授）、稲田清一（甲南大学教授）、荒武達朗（徳島大学助教授）、大坪
慶之・山本一（ともに大阪大学大学院博士後期課程）の五名が南京に到着。夏維中教授（南
京大学歴史系）の出迎えを受ける。宿舎は中山大廈。夜、南京大学歴史系の范金民・夏維
中両教授らと会食。今回の調査の趣旨を説明し、協力を依頼する。 
 
12 月 20 日（水）南京大学（南京市鼓楼区） 
 南京大学にて、片山・稲田が講演（中国語）。台湾での資料調査をはじめ、これまでの研
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究成果を報告する。その後、翌日以降の南京調査について、打ち合わせを行う。 
 
12 月 21 日（木）江心洲（南京市建鄴区） 
 江心洲の現地調査を行う。南京大学歴史系の万朝林副教授が同行。江心洲訪問は今回が
初めてなので、午前中は車一台をチャーターして江心洲を回る。午後、東宏村（旧 34 保）
において、古老の万成功氏への採訪を行う。なお、21・23・28 日の三日間にわたって実施
した江心洲実地調査の詳細は、本ニューズレター「2006 年南京市江心洲調査報告」を参照
されたい。 
夜、南京大学歴史系の陳祖洲教授らと会食。 
 
12 月 22 日（金）南京市档案館／第二歴史档案館（ともに南京市玄武区） 
 この日の早朝便（東方航空 MU533 便）で、稲田が帰国。残る片山・荒武・大坪・山本の
四名は、午前に南京市档案館、午後に第二歴史档案館で閲覧申請の手続きを行うが、結局、
この日は档案を見ることは出来ずに終わる。申請許可が下りるのは、翌週の月曜日以降と
のことであった。 
 
12 月 23 日（土）江心洲 
 再び江心洲へ行き、終日、徒歩にて初歩的な地勢・景観の調査を行う。調査地は、旧 37
保・38 保である。 
 
12 月 24 日（日） 
 文書館が休みのため、南京市内の中華門・南京貢院を見学し、また書店にて関連書籍を
捜集する。夜、夏維中教授宅で会食。 
 
12 月 25 日（月）第二歴史档案館 
 第二歴史档案館の閲覧許可が下りたため、終日、第二歴史档案館にて調査を行う。まず
は目録から、1930～40 年代の江心洲関係の档案をリストアップして閲覧する。所蔵してい
る档案は中央レベルのものが多いため、江心洲に直接言及するものは非常に少ないが、1930
年代の江心洲の開発史、及び 1948 年の江心洲扶植自耕農計画に関連する档案を見出す。 
夜、調査協力を依頼していた朱海濱氏（復旦大学副教授）が南京に到着する。 
 
12 月 26 日（火）南京市档案館 
 南京市档案館の閲覧許可がようやく下りたため、朱海濱氏を加えた総勢五名で、終日、
南京市档案館で資料調査を行う。午前中、目録から 1930～40 年代および 50 年代初期の江
心洲関係の档案をリストアップした結果、南京市所轄の区レベルの档案が、多数所蔵され
ていることが判明する。午後、閲覧を開始する。堤防修築に関するものをはじめ、有用な
档案を多く見出す。ただし、複写不可のため、手書によるカード筆写に没頭する。 
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また、南京市档案館閲覧室内の参考図書のなかに、『南京市房産档案館指南』なる紹介書
を見出し、不動産関係の档案（地籍図等を含む）を収蔵する機関として、南京市房産档案
館の存在を知る。 
 
12 月 27 日（水）南京市档案館／南京市房産档案館 
 朱海濱氏を除く四名は、昨日に引き続き、手書によるカード筆写を行う。興味深い資料
を多く見つけるが、時間内に筆写しきれず、作業は次回調査に持ち越しとなる。 
 朱海濱氏は南京市房産档案館で、所蔵資料に関する初歩的調査を行う。 
 
12 月 28 日（木）江心洲 
 三度目の江心洲調査。この日は、古老への採訪を行う。午前は、旧 38 保在住の趙玉龍氏、
午後は、旧 36 保在住の凌明海氏を採訪。両氏とも、突然の訪問にも関わらず、こちらの依
頼を快諾され、多くの興味深い話をして下さる。 
午後の調査後、朱海濱氏が上海に戻る。夜、范金民・夏維中教授をはじめとする南京大
学の研究者と会食。今回の調査協力に感謝するとともに、次回以降の協力も依頼する。 
 
12 月 29 日（金）【南京発⇒関空着】東方航空 MU533 便 
片山・荒武・大坪・山本の四名が帰国。搭乗予定機の故障による機材変更のため、一時
間遅れで南京を離陸。関空到着も一時間遅れになる。 
 
 
おわりに 
 本年度の海外調査は、台湾・南京ともに大きな成果をあげ、おおむね所期の目的を果た
すことができた。次年度以降は、台湾の国史館や南京市档案館などにおいて、引き続き資
料調査にあたるとともに、江心洲の本格的現地調査を行うことが課題となる。 
120
